





































て発行されていた「晨報」という名称を冠した、『晨鐘報』（1916年 8月 5日～1918年 9月
24日刊行）、『晨報』（1918年 12月 1日～1928年 6月 5日刊行）、『新晨報』（（1928年 8月 5












津で 35紙、上海で 21紙が刊行され、全国において 500紙あまりに達し、中国新聞発展にお
ける一つの転機だと言われている。また発行部数に於いても同様で、1918 年北京の新聞の
発行部数はせいぜい 1紙あたり千部前後であったが、1930年には 1紙あたりで 4万部を超
えた新聞まで現れたのである。 













































































『晨鐘報』（1916年 8月 5日～1918年 9月 24日刊行） 
『晨報』（1918年 12月 1日～1928年 6月 5日刊行） 
『新晨報』（1928年 8月 5日～1930年 9月 24日刊行） 










































































第一章 機関紙『晨鐘報』から商業紙『晨報』へ (1916年 6月～1920年前後)  
第一節 「研究系」の機関紙―『晨鐘報』 
一．『晨鐘報』創刊前―「研究系」人物関係




















第三章 『新晨報』と『晨報』のその後（1928年 6月～1930年 9月） 
第一節 北平の新聞政策の変化と『新晨報』創刊 
一．『新晨報』創刊時の北平における新聞政策
   二．『新晨報』の創刊とその性格
 第二節 『新晨報』における政治傾向の変化―蒋介石支持から反対へ― 
   一．1928年 6月から 1930年 9月の政治背景
   二．1928年 6月から 1930年 9月の『新晨報』内容の変化
 第三節 旧『晨報』メンバーの行方と『東三省民報』
   一．陳博生赴任以前の『東三省民報』
   二．『晨報』との繋がり
   三．陳博生時代の『東三省民報』の終焉
第四章 『北平晨報』時期と「晨報系」新聞の終焉（1930年 12月～1937年 10月）
 第一節 『北平晨報』の創刊とその特徴
   一．『新晨報』の接収と『北平晨報』の創刊
   二．『北平晨報』編集グループの特徴
   三．新聞界における『北平晨報』 
第二節 『北平晨報』の性格と北京政局の変化
   一．「統一国家」を基礎とする論調
   二．北平市との連帯性
   三．改組前の『北平晨報』
 第三節 1936年 3月以後の『北平晨報』とその終焉
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   一．1936年 3月 18日田雨時体制の『北平晨報』
   二．1937年１月 1日羅隆基体制の『北平晨報』 
















































く反映した。1930 年 3 月閻錫山が反蒋連盟に入るまでは、南京を支持しており、軍隊の縮
小や軍縮会議に関しては積極的にサポートしていた。しかし 1930年 3月以後、『新晨報』は
ほぼ北方政府が世論を左右する新聞に化し、新しい政府と内戦の必要性を説いていた。特に
8月の北方政府を正式に成立するための拡大会議以後、紙面は殆ど拡大会議と各要人の動向
が載せられ、完全に北方政府の機関紙に変化したと言えよう。 
最後に『晨報』は廃刊後、その編集者たちの行方と、総編集の陳博生が東北地方で立ち上
げた『東三省民報』、また『東三省民報』と「晨報系」新聞の関係も考察した。 
第四章では、北方政府（閻錫山側）と南京政府（蒋介石側）の正統性をめぐる中原大戦の後、
陳博生が再び北平に戻って立ち上げた『北平晨報』について考察した。まず、閻錫山の中原
大戦の敗北により、張学良による『新晨報』の接収と『北平晨報』の創刊を考察した。新し
く創刊された『北平晨報』は当時の新聞界では「晨報系」新聞として認識され、またその編
集グループは全体的に安定しており、後に有名な新聞記者になる優れた能力をもつ編集者
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が多かったため、北平新聞業界の有力誌に位置付けられた。 
次に、『北平晨報』の政治的性格を分析し、その結果これまで南北の対立の状況と異なり、
『北平晨報』が創刊当時から国民党による統一国家という視点の元に、新聞の方針を決する
意識を持っていたことが分かった。この方針の下で『北平晨報』は政府の指導下で北平市を
「文化城」（文化都市）として建設することを重要な課題の一つとし、北平政府、知識界の
プラットフォームとしての性格も有していた。更に 1931年満州事件以後、『北平晨報』にお
いて民族・国家感情の高揚が見られた。この民族国家意識の高揚については、これまで『北
平晨報』が東北と強い繋がりが持つことと、北平市は南下した難民の避難地となったこと、
この二つの理由から分析した。 
しかし 1936 年以後、『北平晨報』冀察政務委員会により改組が行われ、田雨時体制では
「日中親善」へと明らかな立場の変化が見られた。だがこの時期の日本に妥協する態度が、
決して田雨時の個人の態度を代表しているものではなく、日本との正面衝突を回避しよう
とする、華北戦争前線にある新聞としてのやむを得ない選択であったと考えられると指摘
した。 
最後に、1937日 1月 1日からの羅隆基体制『北平晨報』の分析を行った。田雨時体制と
異なり、羅隆基体制の紙面において明白な反日的言説が掲載された。この抗日感情の高揚は、
冀察政務委員会委員長の宋哲元が中央に接近する動きに加えて、華北ジャーナリストらが
共同検討した意見が新たに『北平晨報』において反映された形であった。そして大戦が始ま
った 7月では『北平晨報』は戦争の状況が詳細に報道されたが、8月 1日に『北平晨報』社
長が交代され、同年 10月 15日『北平晨報』が廃刊され、1916年から存在し続けてきた「晨
報系」新聞は、1937年から長く続く戦争の中で遂に復刊することは果たせなかった。 
